
◆◆ 利用者
りようしゃ

MARU
ま る

ちゃんのちょっと思
おも

うトコロ
と こ ろ

 ◆◆ 

 

あんな人
ひと

、こんな人
ひと

、どんな人
ひと

？ 

 

 

「今度
こんど

、クラリネット
く ら り ね っ と

のコンサート
こ ん さ ー と

観
み

に行
い

くんだー。」と、とあるヘルパー
へ る ぱ ー

Ｔ
てぃー

くんに話
はな

しをしたところ、「えっ？クラリネット
く ら り ね っ と

だけのコンサート
こ ん さ ー と

ですか？！」

と不思議
ふ し ぎ

顔
がお

のＴ
てぃー

くん。「うん、そうみたいね。」とフツウ
ふ つ う

に返
かえ

しました。でも、

まだ何
なに

か腑
ふ

に落
お

ちないような表 情
ひょうじょう

で、もう一回
いっかい

聞
き

いてきました。 

「えっ･･･？みんなでこうやって演奏
えんそう

してるだけなの？？」 

･･･と、Ｔ
てぃー

くんは両手
りょうて

で手拍子
てびょうし

のような仕草
しぐさ

を･･･？？！！！ 

 

そ、それは、カスタネット
か す た ね っ と

だっつーのっ！！！（ーー;;; 
 
 

 

 

 上 京
じょうきょう

し、自立
じりつ

生活
せいかつ

を始
はじ

めてから4
よ

年
ねん

が過
す

ぎました。何
なに

もわからずに始
はじ

めた

生活
せいかつ

で、山
やま

あり谷
たに

ありのアッ
あ っ

と言
い

う間
ま

の4
よ

年間
ねんかん

でした。何
なに

もわからずとも、

衣食住
いしょくじゅう

はしなければならず、むしろ「自立
じりつ

生活
せいかつ

を始
はじ

める」と決
き

めた以上
いじょう

、それ

を自己
じ こ

選択
せんたく

・自己
じ こ

決定
けってい

・自己
じ こ

管理
かんり

することがまず自分
じぶん

の仕事
しごと

だと思
おも

ってやって

きました。確
たし

かに簡単
かんたん

なことではありませんし、得意
とくい

･不得意
ふ と く い

もあるけど、それ

は障害
しょうがい

を持
も

ってようが持
も

ってまいが、同
おな

じことだと思
おも

います。 

例
たと

えば、障害
しょうがい

がある人
ひと

とない人
ひと

、それぞれが一人暮
ひ と り ぐ

らしを始
はじ

めておなかが空
す

い

てご飯
はん

が食
た

べたい時
とき

、調理
ちょうり

の仕方
しかた

がわからなかったとします。じゃぁ、どうし

ましょう？わからないなりに自分
じぶん

で調
しら

べたり誰
だれ

かに聞
き

いたりしながら作
つく

ってみ

る、出来合
で き あ

いのものを買
か

ってくる、出前
でまえ

を取
と

る、外食
がいしょく

する、とりあえず食
た

べな

い･･･様々
さまざま

な方法
ほうほう

があり、食
た

べることひとつとってみても人
ひと

それぞれですよね。

そして、どの方法
ほうほう

で対処
たいしょ

するにしても、「障害
しょうがい

があるから」というのが理由
りゆう

に

ならないことがわかると思
おも

います。私
わたし

の場合
ばあい

は、基本的
きほんてき

に手順
てじゅん

や切
き

り方
かた

、味付
あじつ

け、火加減
ひ か げ ん

に至
いた

るまでヘルパー
へ る ぱ ー

さんに指示
し じ

を出
だ

して作
つく

っています。そこまで細
こま

か

く指示
し じ

を出
だ

す意味
い み

は「自分
じぶん

の生活
せいかつ

」だからです。たまに聞
き

く話
はなし

で、ヘルパー
へ る ぱ ー

さ

んに「○○が食
た

べたい」とだけ伝
つた

えて、後
あと

はお任
まか

せ！という方
かた

もおられるそう
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